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	新しい術式や器材が登場しても、私たちが治療する対象である人そのものは変わりません。
	神経や血管の走行には個体差があり、画像から得られる情報にも限界があります。
	臨床で「何が起こり得るのか」を理解し把握していなければ、
	適切な判断につなげることはできません。
	東京医科歯科大学卒業
	テュレーン大学医学部 脳神経外科学 教授
	久留米大学医学部 歯科口腔医療センター/解剖学講座 客員教授
	歯科医師、医学博士として、口腔顎顔面外科および臨床解剖学を専門とし、世界中で研究・教育活動を行う。
	『患者のための解剖学 ― なぜ今、歯科医師は解剖学を学ぶべきなのか』
	『ビジュアル歯科臨床解剖 ― 基礎から応用まで』
	『Gray's Anatomy』第42および 43版 分担執筆
	国際学術誌「Clinical Anatomy」
	Section Editor: Dental, Oral and Maxillofacial Anatomy

	ほか、臨床解剖学領域における多数の論文・著書を発表
	Hawaii Medical Research Centerでは、臨床解剖実習の機会を提供しています。本講習会を通じて理解を深めたうえで、さらに実際の解剖構造を確認したい方には、講習終了後に実習プログラムをご案内いたします。


